
雲 彦 鳥 類山 } の

小林平

雷彦山は飾磨郡の最北端にあって殆んE 金山、岩山 i 零彦山はとの条件を備え; ていて且つ山の面積が比蝶
で幾多の大岩盤があり且つ樹摘に豊み、観党地として| 的小さく独立しているので特に個体教が多く簡単lこ多，
近年有名になってき'!t.こ。との地は古〈から多くの植物 I < の烏をみる事が出来る。
学者によって植物相が調査されているが鳥類に関して l 氷ノ山でも宍粟郡奥谷附近で色、あまり広範囲すぎ
の調査は成されていないι 弓 | て、たとえ鳥の種類と個体教が多くとも小範囲内で多
筆者は昭和お年6月より 26年迄の問、 ζの山へ昆虫ゃ I< まとめて見る事が出来ないので観察に幾倍色の労苦

植物中鳥類の調査の為lこ度々登山したので、一応記録| がいる。との様な意味から雪彦山ほ鳥が集合していて
をまとめてみる事医した由 }  一 | 鳥の天国と云う名に恥ヒないa
本山は零者の宅から2 5 k m位あれパスの使がなく常| ぎで、鳥類が如何に人生と密接な関係があるかと云
十 -

iこ自転車で行かねばな島守、その上道が坂道ばかりな| うに、今、突然地球上から 7 年間鳥が居くなると害虫
ので思うにまかせ宇特に厳冬期t ' t は苦痛であった。過 j ははびとれ樹木は枯死し、人間は生容も得な〈なる
義 4 年間同登山した回数は、 60回、のペ日数約90日で| と云われるa 戦時中に日本に鳥がひE くへった為に棒
ある o 喰虫が全国にひろがり、その為に枯死した桜の木は、
との山は標高が神戸の六甲山と殆んE 等しいが、差是 I，2，849，517本、 10坪の家なる60万戸分く昭和22年度末

山口から頂上嘉が他の山に比べて短〈且つ亘木称が多 1:迄〉であるa
いので山の気分を昧う iこは便初である。渓読が奥迄入! とれば単に秘に関係した事であるが他に水間4 畑、
り込んでいて又植物の種類が多いので鳥類の種類と個| 森林、果樹園の被害は叉英犬な色のである。
体裁は他山tこ比類をみない スズメにして色その食桂を 1年問題ピてみると害ば

、 零彦山とそ植物、昆阜、鳥の宝庫であるーとの山の 14割、主主は6割と云う数字を示している。‘そして金鳥類
植物でほ‘ヒカグツツジ、アカヤシオ、ベユドウダン! の内、人生1こ無関係な鳥はあっても. 金〈有害な鳥はな
の満開の棄晴し室、昆虫ではアオパセ、 9 、アサギマ| い。，
ダラ、スミナガシ、モンキアゲJ 、の多い事、鳥類では! をとで近年、林野庁では法律を改めて狩猟鳥を46類
キツツキ科の鳥類の多い事が目立つ: ている。日本の分| かち12類にへらしてカスミ絹は禁止し、猟期を半分に
布土からみて少いオオアカゲラが特に多く、ョケむナ| へらし、年iこ1度、 パ・・てドウイヨ』クを定めて鳥類をー
モミの豆木をヨツコツたムいていたれ春には= マド| 般に認識させ、キジを国鳥にして金鳥類の保護に努力

々で色ヰ、程オオアカゲラをみた ζとはなかった。. 1  : 習性を調ぺたり保護すべき事が必要であるかが知り得
県内各地tこは相盗多〈の「鳥の天国J と云う鳥類保| ょう。

護地域があって、大抵の場合そとを訪れても鳥の少い| 普遍. 鳥の観察と云多と遊び字分に考えたり馬鹿者
のに驚く。それは個体設の多いと云う事と記録された| あっかいにされやすいが. それE とろか色っと一般に
種類の多いと云ラ事とは必守し色正比例はしないから! 知識を持って習性を調ベたり. 保護しな廿ればならな
である・ 1 いのである。との点では、我が国は文明諸外国に比ペ
現在建iこ県下及びその附近で確実に記録のある鳥類{ て一番お〈れているのである。
は、海上. 瀧岸、及び1 ， 2 度しか記録のわ、迷鳥も II;!て鳥類を分類するのに形態によって分類し九渡
合めて、 242種、亜種を合むぽE がある。 I りによって分類する事V ある。渡りの分類には
その中で山tこ閉係のない鳥が94種ほE ある。山@ み

で見られる鳥は148.種ある。 k ほE 条件が良〈て色 1つ
の山で見る事の出来る可能性の有る鳥類は、 120種前
後であるー後の20種前後は非常に稀種か迷鳥か或いは l 烏b

留鳥一生れた土地のせまい範囲しか移動しない講で
1年中見られる鳥。
標高一本州の中r - t l " を季節のかわりあK 移り動く

特定の地域のみに見られる鳥類であるーとの様な好: 粂| 夏烏一帯こ献凶渡って来て緋し秩に南崎つ
件の山と云うと択山はないa 条件は高い山7で多くの植| て行く鳥ー
物を産し且つ草木林を有い撲涜拘る ζとである。 I 政鳥一春と秩に日本を語過ナる色? ム
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(4) Spodiopsar cineracea (T.) 
ムクl " 1) ( 漂烏〉 く少し)，
との種は主として年中山麓の田畑や附近の樹林に見

られ昆虫を主食として群集しているがi 秋に果実をま子
むので柿を多〈作っているとの地では、儀り好ましい 1

鳥ではないが加害程度より螺虫をI者食ヂるので有益な
鳥である。手の地には個体数は砂い，0

(5) Sturnia phiippensis (Forst.) 
1 ムグドリ ( 旅鳥) ( 少なからや)
本種の渡り時期ば比の地では4月下旬から5月中旬.

及び 8 月下旬から10月上旬の二季であって、との季問
中I't:鷲では50羽位の若手が兎られる。 ζの種は前種の如
く喧燥な鳴芦を溌ナる事はなく又前穫の如く地上に降

/ '  
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7 イッフイッと鳴いて腹の赤い葵t ，，1 t 、島であるが冬
は高い所の樹の芽を喰い荒( . ，. 春先には麓窓現れて接 i るー
のつほ・みをかたつほしからポ 9ポ' 群を成して喰って A L A U D I D A E 量雀輯み
いる。春先に柏尾氏の桜並木が気の毒な程毎日食害さ I(25) Alauda arvensis L. 
れている。
(16)' Loxia cUTYi.rostra jap，?nica Ridg. 

イスカ く冬島〉‘〈稀〉
上下の鳴が先端で曲って安叉している唯一の鳥類で

雄は全体K 赤〈維は黄楊色をしている。常収針葉樹林
に棲み主に松の実を喰っている。義山では冬期稀に見
b れる，
(17) Fringilla montifringilla L. 

アト 9 ( 冬鳥) ( 多し》
冬期ζの山中の樹林内民単独でいる事色あるが主に

大群でいる事が多〈筆者は一度数千万羽が木から木へ
吹曹の様に移ってゆく一大壮観に出合った事があっ
、1:::0シ山麓の田畑にも1ω羽前後の群を目撃し食事があ

ヒパヲ く留品) C蕃殖〉く普通)
MOTACILLID. A E セキレイ科

{26) Anthus hodgsoni hodgsoni Rich. 
ピシズイ 〈各鳥) (普遍〉

10月か t 4月建林間iこよく小群を成して見か廿る.
(27) ‘ Anthus 事pinoletta japonicus 1'. & 5 .  

タヒパ， ( 冬鳥) ( 普通〉
前種l ' C J : < 似ているが山麓の田畑に小群をなしてい

る o 野外で色彩による判別は困難であるが区別点は
①ピンf イは韓関にいて地下K 下りていて色飛び立
てばす「木の枝に止り枝上を巧みに歩むがタヒバ，は
回畑の地上lこいて木の枝に止る事がなぐ叉林中では見
受げない。

る I ( ! ) ピシズイは飛び立つ時. ピーイシ. ピーィ y と鳴
(18) ， Emberiza 叩odocephala' personata T. くがタヒパ? はとの時チーィッ. チーイツと鳴〈。

(伶冬鳥恥) (惨多しω) 1  @ タ批ヒパ，はピシズイより妙歩L犬型で蹄q句ス斑蹴披はぜ
背蜘sはま晴轍捺色弘.'鹿蹴4はま費髄色の特美乱しいむい、鳥で略冬期鵬最制色持普温齢の |いシズイ

附種で本州中都以北では多〈蕃漕して引むい、るが肱処で| 区別困難払- 〆J¥) 〉
は冬鳥であ色。 Ic却) Motaci1la  alba lugens Glog. 
(19) Etnberiza elegans elegans T.二 11 r - タセキレイ 〈冬鳥) (稀〉

ミャマホオV ロ ( 冬鳥) (少l，，) .  山麓の問畑lこ10月下旬かち4月迄見る事があるがと
羽弔美しく嚇鳴が k いのでよ〈飼育せられる鳥であ! の山では稀である。セグロセキ V イと区別点は顔が金
る. ーとの山では事室 P多くはない。 i 体に白く、黒色の過幌線のある事である。
〈的) Emberiza. 8ulphur也ta T.& 5・ I(却) Motacil1a  grandis Sharpe 

ンジョ (4C鳥) ( 稀) ' セグb セキ νィ 〈留鳥) (さかなかιする〉
アオジもこ似ているが精小形唱アオジ程青くなく且つ| 山麓の田畑、 JUM上に少なからすも且つ周年居て人家

.t 
震地方ではイズモノジョと遺云われて有名である。
(21) Emberiz'a  cioides ciotsis Bonap. 

ホオジロ く留鳥〉 合華遁〉
驚から山頂室普通で. 蕃殖している。
(22) Emberiza fu叩 ta fucata Pallas 

ホオアカー〈冬烏〉 くろかし〉
ζの地方では冬期のみ現れ個体教はホオジロより歩

い。本州中北部に蕃殖する鳥であるが鳥取県大山く17
∞m ) では蕃殖している。，
(23) Emberiza rustica latifascia Port. 

カシラダカ く冬鳥) ( 多し〉
冬期に麓の関畑で大群をなしている。 4月下旬にな
れば嘆しい夏調色みられる。
く24) Einberiza variaTilis T. 

クロジ 〈冬鳥〉 く少し〉

(30) 、MotacilIa cinerea castic8 
キセキ νィ く留鳥〉く蕃殖) (極l'bて多 tィ〉

山殖の川面から頂上迄何処で色みられる。夏沼にな
ると喉部が黒〈なりー屠葵しい。最色多い島で草つ蕃
殖している。

Z O S T E R O P I D A E  
(31) Zosterops palpebrosa' japQnica T.& .5. 

メジロ 〈留鳥〉 く審殖ヲ 〈多し〉
群を成して極〈普温な留鳥。

C E R T H I I D A E  木走科
(32) Certhia familiaris .japonica Hart. 

キパシ! 1 ( 撰鳥) (極l'bて務〉

糠に樹幹を旋回しっ、上昇する。筆者は棒高副抑m 近
くのE 木林中で昭和26年5月上旬にー濁. 同年8見16日
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SITTIDAE 3 i .十雀科
(33) 5itta europaeahondoensis But. 

ゴジウガラ ( 潔烏) ( 少なかちすっ

， 

事が少〈ない。
(39)， Regulus regulus japonensis ・6 当クイタマキ ( 冬鳥) (多し〉
経あて/ 1 ' 、形の美し V')鳥で冬期カラ類の群と行動を共

此の種は分布広< ，欧豆Eの大部分とアフリカ北部迄 I fごしている。時として2 m位も近づく事が出来Q O
分布し多数の雄日' k :ft，: f t 淵にほ 3車種制、 | 刷耐M L A M I D A E 献科
本州には‘上記 5.e.hondoen由( ゴジウガラ〉とそれ I(40) Lanius bucephaJus bucephal凶 T;& 5. 司

以上に胸部以下の下宿が鰯色を曇ナる S品開eilia I紺モズ〈留鳥〉体液 ) (多か b -t.)
〈当守シウよゴジ守ガラ〉があり 5.e. rosei1ia は伊豆 I(41) Lanius cri山 tus s叩 ercilicsus
特以南の太苓洋岸に分布する。鳴醐耐蝿欄剛 | 蒔アカモズ〈旅烏 ) ( 務 ) 河 A  
「阪神地方鳥類目録J
5.e. roseilia キ守シウゴジウガラとして発表されてお| ナる務な旅烏である o ・グ
り勿論筆者色雲重苦山に産ナる監種色 ζの亙種に属ナる| ム比の地iこ於ける筆者の観察は昭和25年5月堆?ゴ1因。
sのと思って u、たo 然るに鐙者が昭和25年来ζの山で I_  B O M B Y C I L L I D A E  レンジャク科
採集した 9 点の標本に日、て刺l中部産の原本多数と I(42) ，Borr向 ci11a japonica (Si仏〉幽 .
ヰ較したととろ， 5.e. roseiliaに属ナる物は1点枕く II町ヒレンジ+ ク 〈旅烏) ( 年により不同〉
全部が 5.e. hondoen山くゴジウガヲ〉であった .. ・l 比の種は年によヨて渡来数の差が大で主として山麓
需との山に於ける筆者の観察は標高 500m 以上の樹林| の低い樹林で見る。比の地で筆者がみたのはいするれ色
中で 8月中旬より 11月' にわたる悶で特lこ9，10月には務 I
ならざる種であるが. 個体数は非常に少い。なお筆者
はとの山に於ては糊していないと考える。帰剛
叉筆者の採集し得た個体は7合、 2♀で♀は合Uて比し
て浸かに少なかった。

‘ PARIDAE./ 四十雀科
(34) Parus major m is ()r T . &  5. t  

シジウガラ( 留鳥) ( 蕃殖) (多し〉
最高普遜な留鳥の一つで常に群を成している。〆
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B R A C H Y P O D I D  A E ヒヨ Fリ科司
〈仰4必紛3め) ixos 
均隊tヒ日司川 (伺留鳥) (侍蕃殖船) ( 恨極めて多しω)、
此の山に於ける周年最多の烏である。

竃 C A M P E P H A G I D A E サンショウクイ科
(44) Pericrocotus roseus divarioatus (Roff. 
歯医サンショウクイ ( 旅烏) (多し〉
tヒリヒリ J ヒリヒリと鳴き渡るのでとの名がある
が、此の山では: 4，5月と 8，9月に若手を成して遇過ナる。

〆

前種と共に最も普趨なカラ類で多く蕃殖している。 M U S C I C A P I D A E ヒタキ科
， (36) Parus atricapil1usrest耐 us Hell. I  (45) T仰均hone 耐 ocaud仰，山ocat由 ta マ

ヨガラ ( 漂鳥) ( 少し ) 前 (Eyton) サショウチョウー( 旅烏) (稀〉
関西川ま非常に如、種類であるがζ、ではさほ E 稀 | 雄はSOc-m 色長い尾羽を持った実に美しb、鳥である o

ではないイ 4月及び9月にカラ類の群中から4 a採集し I4.5月と 8，9月に語表ナる強烏( 1 : の山に於ては〉でその
4-
・九

た。月島声はヤマガラによく似ていて鳴芦で判別する事
は出来なかった。しかしイヒガラi ジジウガラーヤマ
ガラの芦は芦のみ判定し得る。ノ ‘ 
(37) Parus ater insularis HeII. .'¥" 
h ヒガラゴ( 漂鳥) (少し〉
鳴声のよい鳥であるがシジウガラより透か少い。比

の山では蕃殖しない様である仁 り

(38) A e邑ithalos caudatus trivirgatus' T . &  S. 
幹エナガ ( 留め ( 糊 ) (多し〉
イ谷にマツカサドリと云われ何十ヨヨ色若手をなしてジ品

.  Jv，ジュルッと鳴く極めて小形の種類である。稀には
胸に少しの斑紋の現れた個体色ある。 ζの種は一個の

可

数は極めて少い。鳴声が月白星と悶えるので三党鳥と
呼ばれるが、その芦は又索晴し〈美声である。しかし
との山では透過するのみで又それ色ごく短い期間であ
る敢に富士山麓の如き鳴芦( 嚇り) は聞かれないー
(46) AIseonax latirostris ]atirostrおよRoff.)
幡宮サバタキ ( 夏鳥) ( 糊 ) (多し〉
f ヒタキ科鳥類中最色数が多く且つ若手殖しているが色
彩が地味な為に自につき難い。
(47) Hemichelion sihirica sibirica ( G m el.) 
師サメピタキ 〈旅烏) C稀〉
! 色彩がヨサメピタキに非常によく似ているFつで野外
で 8 倍の双眼鏡によって色判別は困難である。個体数
は前程より主主か少い。前種との区別点は;

- 81 ー
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@ 体':1J;少し大意いo @背面はロサメピタキよ事少し :!'i擦があるム渡りの際ζの向では少くない.
虫色一@ 上胸部及び脇の部分に不鮮明な震状班を有/ ( . 臼) Horeiteseantans e組組ns ( L &  S.) 
ナる o ウグイス 〈留鳥) ( 蕃殖) (普趣〉

(48) .HemicheUdQn griseisticta Swinhoe'" 
a ゾピタキ 〈旅烏) ( 少なからすも〉

前種サメピタキに酷似していて野外に於ける判周は
困難で' ある。関西仁詩ては稀な種類であるが胎の山に
於て筆者は毎梯月20目前後多数を観察 L ているa
前種サメーピタキとは町、少 L く大軍事で胸の軸斑が一層
明瞭な点に於て区別し得られる。
(49) Siphlamugimaki (T.) 

ムギマキ 〈旅烏) ( 極めて稀〉
若在宅の美しい且つ全国的にも少い旅鳥である。肱の

1950年〈昭和25年〉
9月23日、中腹の樹林中に於て1合を近距離で観察した
のみで事る。
{50e)  m u sCicapula narcissina narcissina CT...) 

キピタキ 〈旅烏) (多し〉
きゐめて葵' しい且つ美声の鳥で、 ζの山には5月及

び9月，10月に多数出現する。特K 秋期の渡り iこはその
数が非常に多い。

ζの種左前種は一見ょくにているが、次の点で区周
ナa
①ムギマキは腰も黒いが、キピ・?l キは腰が美しい黄

色である。
@ 喉から胸lこかげでムギマキは美しい赤褐色である
が、キピタキは糧費色である。
①キピタキの雌は地味な色であるがふギマキ峰は喉

上腕部が淡い赤褐色。
(51) Muscicapula cyanomelana 

オオルヲ 〈夏鳥) ( 蕃殖〉 く多し〉
ルヲ色輝く最美の種類で飼鳥家には、ウグイス、ヨ
マ"'" 11 と共に日本三名鳥の一つである1 0 之の山には春
{ かち晩秋建個体教は最も多心室る所でその玉を転が
す様な美声が聞かれるa 又蕃殖していて菓を多数発見
出来る。

周年普通である.
(55) Urosphena squamei田 ps s伊豆ameiceps
Swinh. ヤプサメ ( 夏鳥) ( 蕃殖) ( 多し)

非常K 小型で尾沼が短くシイシイシイシイと虫の様
な声で鳴く o ' t . の山では歪る処多〈且蕃殖している.
(56) Acrodephalus arundinaceusorientalis 

(T.& S;) ( 旅烏) ( 少し〉
ウグイスより少し大型で、ギヨギヨシ、ギヨギ.

シ、ギヨシ、ギヨシと騒しい声で鳴く鳥で、渡' の時
季には中腹の谷Jt(i宮近で色みられる。
(57) hisなigiceps Swinhoe. 

コヨシキ 9 ( 旅烏) ( 稀? )
前種より透か小さいが色彩色声色よミ似ている。渡、
りの際見られるが此処では前種より遁かO >II、.
¥く58) hrunni句 ps (T. &  S) 

セヲ・ヵ 〈夏鳥) (るかし〉
非常に小型の鳥で高くナんt::声でヒツヒツヒツヒヲ
と鳴< 0 . 平原の草原に多い鳥で比の山の麓の周畑』こみ
られるが歩い。

T U R D I D A  ツグミ科
(59) Turdus cardis cardis T. 

クE主ツグミ、〈旅烏) ( 多し〉
黒と白の日本的な美しちを持ったツグミであるが渡
りの途中ではその美声は開れねが10J j には多数見られ
る。比の際採集した 4 偶φ食性は全部樹実であった。
(60) Turduspallidu8. Gmel. 

シJ:l-"ラ 〈冬鳥) (普通〉
4早期此の山の宣る所の樹聞にtかくない。人出近よれ

ば強い声で、〆ク v ッ、クワッ、‘クチツ. タチツと鳴き
仲々委は見難い鳥である白
く61) Turdus obscurus 

マミチヤミアテイ 〈旅烏〉 く稀〉
アカハラとよ〈似た烏で顔に明瞭な白色の眉斑があ

SYLVIIDAE ウグイス科 ‘ I  ; る。渡りの途衣関東に於ては多数渡来ナるがさ与地仁於
(52) Phylloscopus horea1is  xanthodryas て筆者の観察では個体数が9 ぃ。，
Swinhoe メポソ 〈旅烏) ( 少なからすも) • I  (62) Turdus chrysolauschryso1aus (T.) 

地抹な色彩の小鳥で自にふれ難いが春秋両季の渡り| アカハラ く旅烏) (沙し〉
の途中少なくない o 4 月下旬、 5 月lご指導数渡来し美声で構るのが見 b
( 日) Phyllosoopus o，ccipitalis coronatu8 ¥. T . &  S.) Iれる。善地! こ於ては旅鳥である。

セシダイムシクイ ( 旅烏) ( 少なからすウ (日) Turdus naumanni (T.) 
前種と濁色がよくにていて野弁で区別し難い湯告書声| ツグミ ( 名鳥) ( 普通〉

各鳥で最$ 普通な猟鳥であるa
大賞を出し、且つ手に取ってみれl棋に黄白色の頭夫 l例 ) S制 cola t叫脚剛山jIiegeri (Parrot) 
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ヅポメとよくにているが続が遣いb 春秋の麓りの‘

いる群をよく昆られる。

C A P R I M U L G I  ヨタカ目
(77) Caprimulgus indicu8 jotaka (T. &i S.) 

ヨタカ 〈夏鳥) ( 蕃殖) (多し〉
朝夕のろナ暗がりにキヨキ譜キヨキ a キ混と物をき
ぎむ様な声で鳴きフクロウの様に音色な〈飛び交う J、
ト大の烏である。民の山では夏季重る所1こ見られる。

H A L C Y O N E S  1J9 1t$:目
((78) Alcedo atthis bengalensis G m el. 

カワセミ 〈智鳥) ( 蕃殖) .(少し〉
小形の水面低〈弾丸の様に飛ぶ青い美しい鳥で一般
にはアオズと呼ばれる。 /1、孝校附近の川面にみちれ、
あまり山の方では見られない。
く79) Cery le lugubris lugubris くT.)

ヤ守セミ〈留鳥) ( ど〈稀〉
ノ、ト犬の黒と白のまならの頭iこ冠りのある日本最大

のカワセミである e ζの鳥は非常に.!pい烏で常にJ r ( 苗i-
を上ったり下ったりする鳥で、キツキツキツと鳴き飛
んでいる時は殆んE 白く見えるa 本種は宍粟郡奥谷附
近では見られるが比の地に居るか杏か筆者は久し〈疑
問に思っていた。大体本種は山がJHにせまって旬、て且
つn[はばが5 0 m 前後で、 nrの奥が高い山であると云う
環境が必要の様で筆者が九州、中園、中部、北障の諾
地で観察したの色皆との様な条件の地であった. とと ι

ろが此処〈雪量華山〉では唯? ゴ 1つ、 Jrrはばがせますぎる
のである。依って長い間比の地には生棲せぬ色のと思
っておったととろ、昭和25年 8 f.J 18日遂に山之内小学
校から約 5∞m 上誌の人家附近の上を飛んでいる1 E [ ;
〈本種の 1濁を観察した。姫路市の昆虫研究家で鳥類
にも知識の深い大沢哲彦氏li本年8 買に筆者に「昨年
8 居中旬ζの種をとの山の中腹〈ロープ線の起点附近〉
で L濁身近〈観察したJ と語られた。よって稀乍ら本
種は比の山の渓涜へ飛来する事は確実である。本撞は
殆んE 年中間ピ漢詩に生棲ずるのであるが筆者は本種
の常棲地は小学校の横を捷れている本読の上諸地区で
ある犠思う。そして稀ながら時として比の向の翼諸へ
迷い込む色のであろう。

PICI キツツキ呂
(80) PiCUB awokel'a  awokera T. 

害なE 考えるに足りない。 i磁の種がとの山1ご見 bれぬ
様になったら 1年にして美しい樹棉は j] ミキ事その他

戸ツとか、キャヲキヤラと強い叫声を強ナる。肱処のi

土地の入は俗名キャラコと云うと教えてくれたが伸々;
良い俗名t::と感ヒ Lた。
(81). Dryobates major hondoensis Kuroda 

アカゲラ ( 留島) ? ( 蕃殖) ( ごく誘〉
本種は北海道に 1亜種と本州に表記の 1亜種があっ

て本亜種の分布ば出雲地方が商限である。中部以北に
はキツツキ類中の最色普通種であるが県下には個体数 I

は歩いアオグラより !p [;/J、宮い背面が白と農の大きい
しまと斑紋がある。筆者ば西播地方で過去10数年間に
費タトで見たのは唯rの 2羽である。昭和26年 8 男18日
比の山富附近で偶然合 1濁採集した由
く82) Dryobates leuconotus kurodae' Gotz. 

/  
カ: ンサイオオアカグラ〈留鳥) ( 蕃殖) ( 歩なから争〉

本種は北海道に 1車種、 D. 1.subcirris Stejneg位
z ゾオオアカグラを本弁i宇都政北 D. 1. stejntgeri. 
Kuroda. オオアカグラ、 中部以南の大卒洋沼津及び
四国に、 D. 1. .kurodae Gotz. カtンサイオオアカゲラ 、

を、四国南部九州に D. 1. namiyei Stej沼eger. ナミ
z オオアカゲラの各亜種が分布する。
aしかるに表記亜種の原産地、大和地方に於てオオア
カゲラに近い色彩の物とナミエオオアカグラに近い色
彩C : D 物と両方が見られるのでカンサイオオアカゲラな

¥、 l

ラに、歩し色彩の淡い個体をオオアカグヲにして比の
亜種を認めない方がいいのではないかと云う手誌があ
る。ととろで雪彦山の物を2 : . ちちにナべきかはきでお
き〈比処では独立車種として詑ナ占〉踏の山で筆者が
2年間ピ採集した12個の合♀標本を比較しで，みるに、
その内10ケが胸の斑紋が太〈てナミエオオアカゲラに
やや近〈、他の 2 個は斑紋が細くして沙〈、中部のオ
、オアカグラに‘やや近い色彩である。強いて云えば、ナ
ミエオオアカゲラl三近くオオアカゲラにやや遣いと去
ラととろである。
ヨて本種はアカゲラによ< ，こた背面白黒のまTゴらの

ら腹にか廿て赤い地色の中に点々とし斑があるので区
別出来一全国的にも稀な島である縦未T三蕃殖に関ナる

てすゲラッく留鳥) ( 蕃殖) (多C，) 詳細な習性が学界lこは知られ aてない色、ととろが本種は
中形の体が脊い美しいキツツキで比の山に於ては極! との山に個体数φ多い事、或いは未t::他地方に比をみ

めて多い。関東では ζの種は非常に沙〈古衣の種アカ| ない。叉肱の種は留鳥性強いので肱の山で蕃殖してい
ゲザが多いのであるが関西ではE 反対である。常にカ} る事は確実であるが不幸に色筆者色巣は未t::確認出来
ツカツと豆木を大音でつ古いて中のカミキ' 虫の幼虫卜ない。しかし犬体 5.6 J . l の問である様に思える. 筆者

下、、

- M -



f!". '  

J  

は雪彦山を代. 表ナる鳥類で且つ貴重な種類は本震であ
ると思う。一
(83) Dryobates kimki shikokuensis(Kuroda) 
シ= グヨグラ 〈留鳥) C蕃殖) (多し〉
キツツキ類中最小の種で比の亜種は本弁lの大和、伊

勢、図嶋、摂津に分布しそれ以北には D. k. nippon 
(Kuroda)， : J ゲラ、九州には D. k. ki2Uki (T.) 当ウー
シウョグラなる車種を産ナる。路の山の本車種はギツ
ツキ義国中最色多い. ;

C U C u L I  
(84) Cueulus canorus telephonus Heine 

グワツョウ (放鳥】 (普通〉
ホトトギス類中最色多い、との山では 5 月及び 8 用

! 1と色云

あれるJ4  〈何85め) C UCl則叫叫cl∞叫u叫由11出lu田l S 阻叫turat如.us h(凶
ヅツド官 ( 旅烏) ( 務)

ツヨウに似るが胸の斑紋が少し太い。
(86) Cticulus Poliocephalus Polioeephalus Lath. 

ホトトギス ( 旅烏) ( 多し)
有名な烏で高〈強くテツペンカケタカと鳴く。 ζの
山では春季の渡りの際にはカツヨウ主り個体数は多い
様に思われる。山中至る所で見聞き出来る。匂酬

四
F司p

/  

互に最色多い種類で朝夕森の中で高い声でホーツホ
ーツと 2 声づっ蓮続に鳴く。管楽が繁る頃に渡来ナる
のでアオパヅクと云あれる。
.  (90) 5trix uralensis momicyamae Takatuka自白
幡町ヤマフクロウ ( 留鳥 ) ( 蕃殖) (務)

<  
と云われる。本州北部にー 5. u. hon-doensis (Clark) 
フ，クロウ中部以西山陰に・ 5. u.， m o m i y a m a e  Jakatu-¥ 
kasa. モミヤマフクロウ中部以南太平洋洋にキウシウ
プタロウの伺献金布ナる。ヲ朝・H却制嶋‘話下
鳥取県ではモミヤマプグロウを、神戸地方ではキウー

シウフクロウと記録されていて、筆者は ζの山に於て
目撃はしたが米-r:採集出来ないから亙種名は断定出来
ない。今後の調査が必要であるが今は一応標記の蕊種
として記載ナる。〈神崎群の色のはモミヤマフクロウ

であるから〉事蝉凶嶋噸嶋払
鵬瞬 ACCI?ITRES ヲシタカ国
く91) Falco tinnunculus interstinctus Horsf. 
時チ吋グンボウ俗的 ( 少し〉灘闘瞬、
: 小m のタカである。本年は10月上旬にアオパトを盛
んに迫う泳種を観察したピ蛸除に
(92) B u叫te白s b u叫teo bur写1)1a阻nic叩us Humeι 

〉蛇隣/ノ 3川 ". (惜留』烏蕗的) (伴務殖舵; (砂少しω
Fトぜ大であるが飛んでいる時には翼が太〈且つトピ
より尾互理が短い。 J肱の山には周年少数常に見られる。'

前言B 3種のトケン科鳥類は色彩が皆〉〈似ていて声 I(93) Milvlls migrans lineatus (Gray) 
以外による判別はむつかしいが、ι 次に区別点討日ナ| 雌トピ ( 留船体船 ( 多し ) ， 
r..o 飾.... 申咽 I(94) Butastur indiclls (Gmelin) 

(多し)，
きいのはホトトギス。 今 、 トピツ、 9 イ戸ツと鳴き俗にキミタカと呼ばれる種類
①ツツド習とカヌヲウは大きさが大体にているがツ| ノで夏烏で数もが、。
ツドリは胸の斑紋が太く背函はカ、ヌコウ. 1 : ! : J 色が波
-u〈 聞由i-..  
①ホトトギスは 1 番小形で見違5事はない。

STRIGES フクロウ目
(87) Otus bakkamoena semitorquesくT ， &  5.) 
f オオコノ J、ズ〆( 留鳥) C蕃殖) (少し〉....， 

-事i最色替適なミミズタの1 種である a 大きさはハト大
ピである。
(88) Ctus scopsjaponieus (T. &  5.) 

( 旅烏) ( ごく稀〉

ト

. 有名な鳴芦のプツポウ Y ウである。渡りの際務に通
過するらしく鋒者は ζの山で 9 ]3に 1回見た。前種に
. 1 : < にているが重量か小さじ、ど
(89) Ninox scutulata scutulata (Raff.) 

アオパズク- (Jl烏) ( 蕃殖) (多し〉

G R E S S O R E S  コウロ自
(95) Nycticorax nycticorax nycticorax ( L )  
勝目サギ " ( 留鳥) (少し〉
』叫!麓71 < 問中に見る。
(96) Ixobrychus sinensis sinensis (Gmeli且)

(少し〉
非常に小形のサギで夏季7 1 < 問中に少数見る。

知略潟 C O L U M B A 棋周私、，
(97) Streptopelia orientalis orentalis (Latham) 
婦がキタペド( 留鳥〉持駒( 多し〉
? 俗にヤマパトと好ばれる最色普主主題れ. ，'
(98) Sphenurus sieboldii sieboldii ( T J  
掛アオパト体制 ( 多し〉 ‘ 

様な、アーア四アアアーツと妙な芦である。前溜に比
‘tレ
ノ - 8 5 -:/ .....、

砂.  

‘喝... 
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、
して非常に少い種類である、 9 J l 上句か :;4 1.1下旬霊
との山に多数がみられ前種より多い。、
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く99) Scolopax rusticola rusti∞la くL.)
ノヤマシギ 〈冬鳥〉 く少し) ー |  更に種類の護りによって留島、夏鳥、各島、旅島、
問シギ亜科中、最大の種で、本種は水田なE には居! 漂鳥に分類すると〈雪彦山を規準作して〉、
らすも主として乾燥した雑木林中に居り飛び方色のろ| 留 鳥 31 夏 鳥 10 
u、. 麓から頂上迄遺る所に見られるが数はあまり多い| 冬 鳥 2 8  旅 鳥 26  
方ではない。俗にボチシギと呼ばれ味よ〈好遁の猟鳥 I 漂 鳥 6  
である。 I 雪彦山の 1年を適ヒて鳥類の種類と個体数の多いの

，GALLI 弱鑓目。ω) Phasianu8， versicolor Vieiellot 
キ ジ〈留鳥) ( 蕃殖うく少し〉

本邦特有種で最近国鳥( 国家を代表する鳥〉に指定き
れたo との山ではヤ? ド 9 より遁か少く冬期は特に色

っとJfl下に渡り殆んE との山の附近には見られな・い。
(101) Syrmaticus' soenimerringii intermedi:us  

(Kuroda) 
ジョクヤマド 9 ( 留鳥〉 く蕃殖) ( 多し)

本州のヤマト・ 9の分布は、北緯35度10分以北に S.s
scintillans Gould ャマド人それ以南の太平洋岸で
S.' s. subrufus (Kuroda . ) ウスアカヤマド昔、又本州
中園地方と四国には表記、シコクヤマ1 -"'9 が分布す
る。特に鳥取附近の色のは籾山徳太郎氏が、ィナパヤ

. . . } - " ' 1 ) と車種名をつけて発表した。〈現在は ζの亜種
は認あられていない。〉 ζの山では、ヤマドちとシコ
クヤマド 9 の中間型の. 色彩が多い。

結び

雪彦山には上述の如く 101種及び亜種の種類を産す
る事が確実であり、なおとのタトに今後調査すれば噌加
すると息われる。
ヨてとれを科毎I二分げてみると突の様である。

3  
スズメ科 ー 19
セキレイ科 5  
キパシ 9科 1  
四十雀科 6  

ムタドヲ科 2  
ヒパヲ科 1  
メジロ科 1  
五十雀科 1  
モズ科 2  
ヒ亘ド 9科 1  
ヒタキ科 7  
ツグミ科 11 
ミy サザイ科 、 2  
アT ツパメ科F 1  
ヒスイ科 2  
トケン科 3  

レンジヤク科 1  
サシシ. - ウクイ科 1
ウグイス科 7  
イワヒバ 9科 1  
ツバメ科 3  

4 司タカ科 一 1  
4  

は 4.5 Jjと9.10) 3 である。との聞には多くの旅鳥が珍
らしい種類色交えて遭遇するからである。特に秋季に
は色々の樹木の果実を食する為に集合する鳥は 1本の
木の下で観察していて色いとまがない有様であるa
植物の種類の多い事が如何に鳥類の橿穎と個体数に

密接な関係があるか計り知n . ない。今後県立会留とな
るのであるから今なおE 木宇多〈の学術的に貴重な樹
木が蓮慮な〈伐採寄れているが 1 日色早〈止して貰い
たい。 '2.3年前童、コケむず互砦上の美しかづたアオ
ネカグラは枯死し、ペ a カヤラン、セキぉクの無数民
芳生していた豆木は今はな〈、との山@ 名実共K 貴重
なヒカゲツツジ、アカヤジオ、シヤクタ? ゲの群落は無
惨に切りはらあれ、昆虫の理食品色年と共に委を摘して
ゆ<Q
勝れた景観と動植物の宝庫、雪彦山を後世に守る事

とそ兵庫県人の責務であり阜務ではなかろうか。
最期に、筆者が過去に観察し得なかったぢので脆敬
山で可能性のある種及びすもっと以前に土地の入に知: ;

令

れていて種名の判別出来る〈ム印〉種類は衣の様であ
る。
( 1 ) オオマジョ (2)キレシジヤク 6.(3)トラツグミ
(4)ハチタヨウヲグミ (5)ハ 9 オアマツパメ ム(6)
アカショウぜン (7)ア事スイ (8)ジウイチ ム(9)
グマタカ '..0.(10)'プッみゥソウ 企 (11)オオヌカ
(12)ハイタカ (13)ミゾゴイ (14)アオシギ (15)エ
ゾムシクイ .(16)ヨーもシグイ

〈完) 1952年 1 月18日稿

〔追記〕

前記 101種の記録iこ迫加すべき輯を最近掛壊したの
で、計 102種となる。
ワシタ泊料

〈正(2) ヲミ AccipiteJ: virgatusgulaaris (T. &  S.) ， 
〈冬鳥) (稀〉
日本産タカ類中の最小型の種で腹面に美しい積しま

の多数ある種類であるa
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